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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 11,145 △50.5 △1,769 ― △1,757 ― △1,757 ―
21年3月期第3四半期 22,512 △25.9 △1,196 ― △1,550 ― △1,637 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △83.88 ―
21年3月期第3四半期 △77.56 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 34,468 20,143 58.1 956.11
21年3月期 35,221 21,814 61.6 1,036.22

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  20,031百万円 21年3月期  21,709百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 4.00 ― 0.00 4.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想） 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,000 △33.5 △1,760 ― △1,720 ― △1,740 ― △83.05
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

 新規１社（社名：日精塑料机械(太倉)有限公司）  除外－社 
 (注)詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他 をご覧ください。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、５ページ【定性的情報・財務情報等】４．その他 をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、５ページ【定性的情報・財務情報等】４．その他 をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績は様々な要因により予想と大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項については、４ページの「【定性的情報・財務情報等】３．連結業績予想に関す
る定性的情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 22,272,000株 21年3月期  22,272,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  1,321,414株 21年3月期  1,321,414株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 20,950,586株 21年3月期第3四半期 21,117,253株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、内外の経済対策により、外需では中国を中心とする
アジア地域に持ち直しの動きが見られたほか、内需につきましても輸出主導で生産活動が回復基調に転じ
たものの、新規設備への投資マインドは依然低調であり、本格的な回復には至りませんでした。 
当社グループの属する射出成形機業界におきましても、主として中国市場からの需要が比較的順調に回

復しているものの、全体としては依然低水準で推移いたしました。 
当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、主力である射出成形機売上高が伸び悩み、売上高合

計は111億４千５百万円（前年同期比50.5％減）となりました。 
なお、製品別売上高につきましては、射出成形機売上高が70億６千１百万円（前年同期比56.3％減）と

大幅に減少したことに伴い、周辺機器売上高が８億４千４百万円（同57.8％減）、部品売上高が24億１千
１百万円（同21.8％減）、また金型等の売上高が８億２千７百万円（同35.8％減）と夫々減少しておりま
す。 
一方、利益面につきましては、人件費をはじめとする諸経費の圧縮を継続したものの、売上高の大幅減

少に伴う利益圧縮に加え、需要の集中する中国・東アジア地域での過当競争による売価下落等の要因によ
り営業損失17億６千９百万円（前年同期実績は営業損失11億９千６百万円）を計上いたしました。 
また、営業外損益につきましては、営業外収益として雇用調整助成金収入１億９千万円を計上したほ

か、直近の為替水準が比較的堅調に推移し為替差損の額が縮小したことなどにより、経常損失は17億５千
７百万円（前年同期実績は経常損失15億５千万円）となり、これらの結果、第３四半期累計純損失は17億
５千７百万円（前年同期実績は第３四半期累計純損失16億３千７百万円）となったものであります。 

なお、所在地別セグメントの業績は次のとおりです。 

（日本） 

容器関連および医療機器関連向けの需要は堅調に推移しているものの、需要先業種の柱である自動車部
品関連の回復が遅れており、第３四半期連結累計期間の売上高（外部売上高）は68億９千２百万円（前年
同期比50.4％減）、また営業損失15億７千万円（前年同期実績は営業損失12億９千２百万円）を計上する
結果となりました。 

（アメリカ地域） 

自動車部品・建材部品向けを始め、新規設備需要は依然として低迷し、第３四半期連結累計期間の売上
高（外部売上高）は18億７千９百万円（前年同期比49.3％減）、営業損失は１億３千４百万円（前年同期
実績は営業損失２千８百万円）となりました。 

（アジア地域） 

中国・東アジア地域においては、ＯＡ・通信関連業界を中心に大きく伸長しているものの、内需の拡大
による地産地消の傾向が強まる中で、販売面で苦戦を強いられる結果となりました。また、タイやインド
ネシアなど東南アジア地域の販売が低迷していることも相俟って、第３四半期連結累計期間の売上高（外
部売上高）は23億７千３百万円（前年同期比51.9％減）、営業損失は1億５千７百万円（前年同期実績は
営業損失６千５百万円）を計上いたしました。 

  

当第３四半期連結累計期間末の資産合計は、前連結会計年度末比７億５千２百万円減少し、344億６
千８百万円となりました。主たる増加要因は、現金及び預金の増加21億４千１百万円のほか、未収入金
の増加９億６千４百万円およびリース資産の増加７億１百万円であり、主たる減少要因は、売上高の減
少に伴う受取手形及び売掛金の減少21億８千万円のほか、長期在庫品の積極販売による商品及び製品の
減少18億６千万円であります。 
負債合計は、前連結会計年度末比９億１千８百万円増加し、143億２千４百万円となりました。主た

る増加要因は、リース債務の増加７億１千４百万円のほか、長期借入金の増加７億２千万円であり、主
たる減少要因は、短期借入金の減少８億９千万円であります。 
純資産合計は、前連結会計年度末比16億７千万円減少し、201億４千３百万円となりました。主たる

減少要因は、第３四半期累計純損失の計上に伴う利益剰余金の減少17億５千７百万円であります。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1)資産・負債および純資産等の状況
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当第３四半期連結累計期間末の現金および現金同等物は、前連結会計年度末に比べ20億３千７百万円
増加し、73億８千２百万円となりました。 
営業活動によるキャッシュ・フローは17億２百万円（前年同期実績は５億２千６百万円）となりまし

た。このうち、キャッシュ・インの主たる要因は、第２四半期連結累計期間に実施した長期在庫品の積
極販売に伴う棚卸資産の減少額10億７千６百万円および売上債権の減少額20億４千４百万円であり、キ
ャッシュ・アウトの主たる要因は、税金等調整前四半期純損失17億６千８百万円および仕入債務の減少
額６億２千３百万円であります。 
投資活動によるキャッシュ・フローは△４億円（前年同期実績は△７億１千７百万円）となりまし

た。このうち、キャッシュ・アウトの主たる要因は、無形固定資産の取得による支出１億６千７百万円
および定期預金の預入による支出１億４百万円であります。 
財務活動によるキャッシュ・フローは、７億２千３百万円（前年同期実績は５千５百万円）となりま

した。このうち、キャッシュ・インの主たる要因は、固定資産のセール・アンド・リースバックによる
収入９億８百万円および長期借入による収入９億円であり、キャッシュ・アウトの主たる要因は、ファ
イナンス・リース債務の返済による支出２億６百万円および短期借入金の減少額８億７千７百万円であ
ります。 

  

平成22年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成21年10月30日に公表しました「業績予想の修
正に関するお知らせ」に記載の各予想値を変更しておりません。 
当社グループといたしましては、今後、極力早期の黒字転換を図るため、事業活動の全ての領域におい

て「選択と集中」を徹底し、需要先業種／販売地域／商品ラインアップについて収益性を最優先に再構築
を行っております。また、ヒト・モノ・カネといった資本の最適な配分により、業容の縮小に見合ったコ
スト構造を構築してまいる所存であります。 

その具体的改善策は、次のとおりであります。 

(1)事業領域 

 ①サービス事業の強化 
新規設備の大幅な伸長が見込めない状況のなか、収益性の高いアフターサービス事業を利益創出

の柱と位置付け、顧客に対するきめ細やかなフォローアップと同時にメンテナンス部品の供給体制
を整備し、部品売上高の増加に注力する。 

 ②周辺機器・金型を含めたシステム販売の強化 
当社の強みである射出成形技術のノウハウを活用し、顧客にとって最適な成形環境を実現するた

めのソリューション営業を展開することにより、成形機単体だけでなく、付帯周辺機器・金型を含
めたトータルとしてのシステム販売に注力する。 

(2)需要先業種／商品ラインアップ 

 ①精密成形分野への特化 
自動車業界におけるハイブリッド車の伸長など、電装化・軽量化に伴ない大きな需要が期待され

るグローバル電子部品分野（コネクター等）に対し、当社グループの得意とする小型精密成形機の
集中的な営業展開を図る。 

 ②安定分野からの需要維持 
比較的景気変動の影響を受けにくい医療、食品、化粧品関連業界からの安定的な需要を獲得する

ため、業種別の特販プロジェクトを編成し、各業種に最適な提案型営業を展開する。 

(3)販売地域 

 ①国内市場 
整備された販売・サービス網を活かし、付加価値の高い竪型機・専用機販売とメンテナンス収入

を軸とした利益の最大化に専念する。 

 ②中国・アジア市場 
活況を呈するＯＡ・通信関連業界からの需要を確実に取り込むため、ターゲット業種および販促

機種を明確に絞り込んだ営業展開を図る。 

 ③北米市場 
グリーン・ニューディール政策に象徴される環境志向の波を捉え、省エネ・省メンテナンス・耐

久性に優れたハイブリッド式成形機の販売促進により売上高の増大を図る。 

(2)連結キャッシュ・フローの状況

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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(4)コスト戦略 

 ①射出成形機の中国生産による原価低減 
当下期より本格稼動した中国生産子会社（日精塑料机械(太倉)有限公司）における成形機の現地

生産台数を順次増大し、アジア地域での販売増と継続的な原価低減による価格競争力の強化を図
る。 

 ②海外部材調達の強化 
上記中国生産子会社における部品調達体制を確立し、品質とコストを正確に見極めながら、現地

調達品の増大により特に直材費の原価低減を図る。 
  
    

当第３四半期連結累計期間における重要な関係会社の異動は以下のとおりであります。 
中国における射出成形機の製造を目的として下記の会社を設立し、連結子会社といたしました。 
 （名称） 日精塑料机械(太倉)有限公司 
 （住所） 中華人民共和国 江蘇省太倉市 
 （資本金）210百万円 
 （議決権に対する提出会社の所有割合）100.0％ 
 （関係内容） 役員の兼任１名 
        射出成形機の加工および組立 

  

重要性が乏しいため、記載を省略しております。 
  

該当事項はありません。 
  

  
  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,486 5,344

受取手形及び売掛金 6,464 8,645

商品及び製品 3,252 5,112

仕掛品 730 559

原材料及び貯蔵品 3,167 2,658

その他 2,238 1,268

貸倒引当金 △152 △137

流動資産合計 23,186 23,452

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,189 3,391

機械装置及び運搬具（純額） 540 661

土地 4,353 4,378

その他（純額） 1,139 1,271

有形固定資産合計 9,222 9,702

無形固定資産 1,175 1,268

投資その他の資産   

投資有価証券 677 663

その他 261 190

貸倒引当金 △55 △56

投資その他の資産合計 883 797

固定資産合計 11,281 11,768

資産合計 34,468 35,221

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,164 4,851

短期借入金 2,598 3,489

未払法人税等 30 55

引当金 88 126

その他 1,345 1,206

流動負債合計 9,228 9,730

固定負債   

長期借入金 720 －

退職給付引当金 2,322 2,164

引当金 217 216

その他 1,835 1,295

固定負債合計 5,095 3,676

負債合計 14,324 13,406
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,362 5,362

資本剰余金 5,488 5,488

利益剰余金 10,415 12,173

自己株式 △824 △824

株主資本合計 20,442 22,200

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 99 85

為替換算調整勘定 △511 △575

評価・換算差額等合計 △411 △490

少数株主持分 112 105

純資産合計 20,143 21,814

負債純資産合計 34,468 35,221
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 22,512 11,145

売上原価 18,086 9,346

売上総利益 4,425 1,798

販売費及び一般管理費 5,621 3,568

営業損失（△） △1,196 △1,769

営業外収益   

受取利息 45 27

受取配当金 14 9

助成金収入 － 190

その他 162 96

営業外収益合計 222 323

営業外費用   

支払利息 30 84

為替差損 537 221

その他 9 5

営業外費用合計 577 311

経常損失（△） △1,550 △1,757

特別利益   

固定資産売却益 － 2

貸倒引当金戻入額 20 －

特別利益合計 20 2

特別損失   

固定資産売却損 － 3

固定資産廃棄損 4 1

投資有価証券売却損 2 －

投資有価証券評価損 32 2

関係会社株式評価損 － 5

特別損失合計 39 13

税金等調整前四半期純損失（△） △1,569 △1,768

法人税等 60 △18

少数株主利益 7 7

四半期純損失（△） △1,637 △1,757
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,569 △1,768

減価償却費 679 689

貸倒引当金の増減額（△は減少） △29 17

賞与引当金の増減額（△は減少） △256 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 57 158

受取利息及び受取配当金 △60 △37

支払利息 30 84

助成金収入 － △190

売上債権の増減額（△は増加） 3,931 2,044

たな卸資産の増減額（△は増加） △140 1,076

未収消費税等の増減額（△は増加） 150 172

仕入債務の増減額（△は減少） △2,127 △623

その他 △79 △8

小計 585 1,614

利息及び配当金の受取額 65 37

利息の支払額 △31 △87

助成金の受取額 － 190

法人税等の支払額 △93 △51

営業活動によるキャッシュ・フロー 526 1,702

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △104

有形固定資産の取得による支出 △333 △82

無形固定資産の取得による支出 △397 △167

その他 14 △46

投資活動によるキャッシュ・フロー △717 △400

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 482 △877

長期借入れによる収入 － 900

配当金の支払額 △212 △0

自己株式の取得による支出 △214 －

セール・アンド・リースバックによる収入 － 908

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △206

財務活動によるキャッシュ・フロー 55 723

現金及び現金同等物に係る換算差額 △220 11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △356 2,037

現金及び現金同等物の期首残高 5,938 5,344

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,581 7,382
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該当事項はありません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  

当社及び連結子会社の事業は、射出成形機及びその関連機器の製造販売の単一事業であるため、事業

の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

当社及び連結子会社の事業は、射出成形機及びその関連機器の製造販売の単一事業であるため、事業

の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】
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前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  

 
(注) 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

１ 国又は地域の区分の方法・・・・・地理的近接度による。     

２ 各区分に属する主な国又は地域・・アメリカ地域 アメリカ、メキシコ、カナダ 

                  アジア地域 シンガポール、マレーシア、タイ、中国、台湾、香港  

３ 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結

 会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委

 員会 平成18年５月17日 実務対応報告第18号）を適用しております。この変更に伴う営業利益又は営業損 

 失に与える影響は軽微であります。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

１ 国又は地域の区分の方法・・・・・地理的近接度による。     

２ 各区分に属する主な国又は地域・・アメリカ地域 アメリカ、メキシコ、カナダ 

                  アジア地域 シンガポール、マレーシア、タイ、中国、台湾、香港  

  

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

アメリカ地域
(百万円)

アジア地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

13,866 3,706 4,939 22,512 ― 22,512

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

6,698 2 0 6,701 (6,701) ―

計 20,564 3,709 4,940 29,213 (6,701) 22,512

営業費用 21,857 3,737 5,005 30,600 (6,892) 23,708

営業利益又は営業損失(△) △1,292 △28 △65 △1,386 190 △1,196

日本 
(百万円)

アメリカ地域
(百万円)

アジア地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

6,892 1,879 2,373 11,145 ― 11,145

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

3,243 0 ― 3,244 (3,244) ―

計 10,135 1,880 2,373 14,389 (3,244) 11,145

営業費用 11,705 2,014 2,531 16,252 (3,337) 12,914

営業利益又は営業損失(△) △1,570 △134 △157 △1,862 92 △1,769
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前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  

 
(注）１ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

２ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

 (1) 国又は地域の区分の方法・・・・・地理的近接度による。     

 (2) 各区分に属する主な国又は地域・・アメリカ地域 アメリカ、メキシコ、カナダ 

                    アジア地域 シンガポール、マレーシア、タイ、中国、台湾、香港 

                    その他の地域 スウェーデン、ポーランド 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注）１ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

２ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

 (1) 国又は地域の区分の方法・・・・・地理的近接度による。     

 (2) 各区分に属する主な国又は地域・・アメリカ地域 アメリカ、メキシコ、カナダ 

                    アジア地域 シンガポール、マレーシア、タイ、中国、台湾、香港 

                    その他の地域 南アフリカ、スウェーデン 

  

【海外売上高】

アメリカ地域 アジア地域 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 3,723 6,825 723 11,272

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 22,512

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

16.6 30.3 3.2 50.1

アメリカ地域 アジア地域 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 2,078 3,635 151 5,865

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 11,145

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

18.6 32.6 1.4 52.6
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当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１

日 至 平成21年12月31日) 

１ 発行済株式に関する事項 

 
  

  

２ 自己株式に関する事項 

 
  

  

３ 新株予約権等に関する事項 

   該当事項はありません。 

  

  

４ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

   該当事項はありません。 
  

 (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

   該当事項はありません。 

  

  

５ 株主資本の著しい変動に関する事項 

   該当事項はありません。 

  

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 22,272,000

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,321,414
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